
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和顔施 

                                 高峰小学校長 井上真彰 

 先に生まれたと書いて「せんせい」と読みます。先に生まれた親が後から生まれた子に良い

人生を送る上で大切だと思うことを伝える行為が「教える」の原義であったと思われます。 

私たちは何世代にも渡る社会生活の中でこれを知っていれば安心、これが出来れば大丈夫と

いうことを精選して効率的に次世代に伝える術を整えました。それが「学校」の始まりであっ

たと思われます。日本で言えば読み書きそろばんを教えた寺子屋がそれに当たるでしょうか。 

人類６万年の歴史は狩猟社会（society1.0）が約５万年、農耕社会（society2.0）が約１万

年続きました。その後、生産と流通に重きを置いた工業社会（society3.0）が約１５０年続き

１９６９年に工業社会の珠玉としてのインターネットが誕生して情報社会（society4.0）が幕

を開けました。そして今、わずか５０年でＡＩ（人工知能）の発明による超スマート社会（so 

ciety5.0）が始まろうとしています。 

教師という職業は特殊です。これほど誰もが子どもの頃から仕事内容を知っている職業は他

にありません。子どもの頃に教えられる側を経験し、教えることに魅力を感じた人がこの職業

を選びます。ですから、どうしてもかつて自分が教えられたように教えてしまう。これが残念

ながら学校教育の変化を遅らせる要因の一つとなっています。 

今も多くの学校では教科書に載っている内容を理解させることに心血を注ぎ、その理解度を

可視化して保護者に伝えています。親も先生もそのことに違和感を持たないのは、自分自身も

学校でそのような児童期を過ごしたからに他なりません。 

では、学校教育を通じて子どもたちに身につけさせるべきものは何か。それは、小学校にお

いては答えが出ていない課題に対する対処方法の基本となる考え方です。これは教わるもので

はなく、「自分の考えは課題を共有する他者と意見を交換することで更に良くなる」という経

験を何度も繰り返した結果得るであろう漠然とした感覚に近いものです。教科書に載っている

内容を理解する過程でこの経験を繰り返し、その後の生徒や学生の時期を通じて確信に近いも

のにまで高めて社会に出ることができれば、どんなに社会変化のスピードが加速しようとも目

の前の課題を共有する他者とともに果敢に挑戦してその時点での最適解を導き出し、充実した

人生を送ることができるでしょう。 

ほとんど業界用語ですが、「主体的・対話的で深い学び」という言葉を聞いたことがありま

すか。文部科学省が告示する学習指導要領にある言葉です。これからの社会がどんなに変化し

て予測困難な時代になっても自らの考えを持って他者と協働し、自ら判断して行動することに

より、それぞれに思い描く幸せを実現してほしいという願いが込められています。本校の指導

の重点に「他者」という言葉が多く使われているのは同じ考え方によるものです。 

時代の特異点を迎えようとしている現在、子どもたちと日々向き合っている先生方にとって

自分が受けたことのない学校教育を如何にイメージして実行できるかが問われているのです。 

今号は遠足の特集です。 

高峰小学校は地域と共にある学校です。これからもご支援とご協力をお願いします。 

愛川町立高峰小学校 

愛甲郡愛川町三増７６７ 

発行責任者 井上真彰 

TEL 046-281-0389 
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どうぶつさんといっしょに                ２年１組担任 岩崎 奈央   

１、２年生は、多摩動物公園へ遠足に行きました。動物が近くに見えると 

「カンガルーの赤ちゃん見えるかな？」「ぞうが鼻を使って葉っぱを食べてる 

！」と楽しそうな会話が聞こえてきました。テナガザルの横を通った時には、 

その鳴き声をまねながら「ホーホー」と一緒に合唱する姿が見られました。 

かなりの上手さです。 

雨の中での遠足は、歩くのが大変でしたが、そのぶん近くでたくさんの動 

物を見ることができました。低学年の学習には、動物と関わる内容がたくさ 

ん出てきます。遠足での経験を振り返りながら、学習に活かして行きたいと 

思います。 

保護者の皆様には、遠足の準備や子どもたちの体調管理などご協力いただ 

きありがとうございました！ 

１２月の主な行事予定 
２日（金）委員会活動 

５日（月）親子レク（５年） 

６日（火）朝会 

９日（金）ギュッと day  

１３日（火）児童朝会 

１６日（金）紙漉き（６年） 

２０日（火）給食終了 

２１日（水）特別日課 下校 11:50  

２２日（木）特別日課 下校 11:50 

２３日（金）終業式 特別日課 下校 11:50

２６日（月）冬期休業～1/7 

給食試食会が行われました 

保護者を対象とする給食試食会が１０月１７日（月）に高峰小学校ＰＴＡ 

厚生委員会の主催により行われました。鮭たっぷりの鮭ごはんと具だくさん 

のむらくも汁、ぶどう豆、デザートに皆さんご満足いただけたようでした。 

子どもたちに人気のメニューのレシピもお持ち帰りいただき大変好評でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お知らせ 
●１１月１２日（土）は通常日課で給食もあ

る課業日となります。そのため、翌週の１

１月１４日（月）は休業日となりますので

ご承知おきください。 

 

随時更新しています。 

ぜひ、ご覧ください。 

  

 ホームページ 

笑顔いっぱい、思い出いっぱい横浜遠足          ３年１組担任 南 由美        

 「あと何日で遠足だ」「早く行きたいなぁ」何日も前から遠足をとても楽し 

みにしていた子どもたち。今年度は３，４年生ではまぎんこども宇宙科学館 

へ行って来ました。科学館で様々な体験をしながら、科学の世界に瞳をキラ 

キラさせ、宇宙トレーニング室では汗をかきながら全力で楽しんでいました。 

そして待ちに待ったお弁当タイム♪ お弁当箱を開くと子どもたちの笑顔 

が更に輝きます。「あっ、○○が入ってる！」「おなか空いたあ」どの子も嬉 

しそうに食べていました。 

グループの友だちを気にかけたり時間を意識しながら行動したり、楽しい 

時間の中でもルールを守り、お互いのことを考えて動くことができた３，４ 

年生。４月からの子どもたちの成長を感じることができた遠足となりました。 

 保護者の皆様、朝早くからのお弁当作りと送り出しを本当にありがとうご 

ざいました。子どもたちの心の中に友だちとの思い出がまた一つ増えました。 


